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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成25年12月5日(2013.12.5)

【公開番号】特開2013-177692(P2013-177692A)
【公開日】平成25年9月9日(2013.9.9)
【年通号数】公開・登録公報2013-049
【出願番号】特願2013-104840(P2013-104840)
【国際特許分類】
   Ｃ２３Ｃ  14/12     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/10     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２３Ｃ  14/12    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/10    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月21日(2013.10.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
第一キャリヤガス流を供給し；
前記第一キャリヤガス流中へ一種類以上の第一有機前駆物質材料を気化して入れ；
前記第一キャリヤガス流を、装置に通して送り；
前記装置の壁温度を、前記気化した第一有機前駆物質材料の凝縮を起こさないようにする
のに充分な高い温度に維持し；
前記第一キャリヤガス流を１．３３３×１０-3～１．３３３×１０2ミリバール（０．０
０１トール～１００トール）の圧力で反応室中の基体上に通し、ここで前記基体は冷却さ
れており；そして
前記基体上に前記一種類以上の第一有機前駆物質材料を蒸着させて前記基体上に前記一種
類以上の第一有機前駆物質材料を含む第一フィルムを形成する工程；
　更に、第二キャリヤガス流を供給し、前記第二キャリヤガス流の中に第二有機前駆物質
材料を気化させ；
前記第二キャリヤガス流を、第二装置に通して送り；
前記第二装置の壁温度を、前記の気化した第二有機前駆物質材料の凝縮を起こさないよう
にするのに充分な高い温度に維持し；
前記第二キャリヤガス流を１．３３３×１０-3～１．３３３×１０2ミリバール（０．０
０１トール～１００トール）の圧力で前記基体上の前記第一フィルムに接触させ；そして
前記第一フィルムの上に前記の気化した第二有機前駆物質材料を蒸着させて、前記基体上
の前記第一フィルムの上に第二フィルムを形成するに際し、
さらに、第三有機前駆物質材料を含む第三のキャリヤガス流を供給し；且つ、前記第三キ
ャリヤガス流を前記第二キャリヤガス流と混合することを含み、
ここで、前記蒸着が、前記第一フィルム上に、前記第二有機前駆物質材料とともに前記第
三有機前駆物質材料を蒸着させることを含み、それにより前記第二フィルムが前記第二有
機前駆物質材料と前記第三有機前駆物質材料とを含み；且つ、
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前記第二キャリヤガス及び第三キャリヤガスのそれぞれの温度及び流速を制御することに
よって、前記有機フィルムが、所望のフィルムの作製に必要な正確な割合で前記第二有機
前駆物質と前記第三有機前駆物質の両方を含む、工程、
を含む、有機フィルムの製造方法。
【請求項２】
第一キャリヤガス流を供給し；
前記第一キャリヤガス流中へ第一有機前駆物質材料を気化して入れ；
前記第一キャリヤガス流を、装置に通して送り；
前記装置の壁温度を、前記気化した第一有機前駆物質材料の凝縮を起こさないようにする
のに充分な高い温度に維持し；
前記第一キャリヤガス流を１．３３３×１０-3～１．３３３×１０2ミリバール（０．０
０１トール～１００トール）の圧力で反応室中の基体上に通し、ここで前記基体は冷却さ
れており；そして
前記基体上に前記第一有機前駆物質材料を蒸着して前記基体上に前記第一有機前駆物質材
料を含む有機フィルムを形成する際に、
更に、第二有機前駆物質材料を含む第二キャリヤガス流を供給し；そして
前記第二キャリヤガス流と第一キャリヤガス流とを一緒にする；
ことを含み、ここで、蒸着が、基体上に第一有機前駆物質材料と共に第二有機前駆物質材
料を蒸着することを含み、それにより前記有機フィルムが、前記第一有機前駆物質材料及
び第二有機前駆物質材料を含み、；且つ、
前記第一キャリヤガス及び第二キャリヤガスのそれぞれの温度及び流速を制御することに
よって、前記有機フィルムが、所望のフィルムの作製に必要な正確な割合で前記第一有機
前駆物質と前記第二有機前駆物質の両方を含む、有機フィルムの製造方法。
【請求項３】
更に、第三有機前駆物質材料を含む第三キャリヤガス流を供給し；
前記第三キャリヤガス流を１．３３３×１０-3～１．３３３×１０2ミリバール（０．０
０１トール～１００トール）の圧力で請求項２記載の有機フィルム上に通し；そして
前記有機フィルムの上に前記第三有機前駆物質材料を堆積させて、前記有機フィルムの上
に前記第三有機前駆物質材料を含む第二フィルムを形成する；
ことを含む、請求項２に記載の有機フィルムの製造方法。
【請求項４】
少なくとも一種類のキャリヤガスの圧力が、１．３３３×１０-1～１３．３３ミリバール
（０．１トール～１０トール）である、請求項１～３のいずれか１項に記載の製造方法。
【請求項５】
キャリヤガスが、不活性ガスを含む、請求項１～４のいずれか１項に記載の製造方法。
【請求項６】
不活性ガスが、窒素、アルゴン、ヘリウム、ネオン、クリプトン、及びキセノンからなる
群から選択される、請求項５に記載の製造方法。
【請求項７】
請求項１記載の第一有機前駆物質材料を、トリス－（８－キノリン）アルミニウム；Ｎ，
Ｎ'－ジフェニル－Ｎ，Ｎ'－ビス（３－メチルフェニル）－１，１'－ビスフェニル－４
，４'－ジアミン；α－４，４'－ビス［Ｎ－（１－ナフチル）－Ｎ－フェニル－アミノ］
ビフェニル；４，４'，４''－トリス［Ｎ－（３－メチルフェニル）－Ｎ－フェニルアミ
ノ］トリフェニルアミン；及びビス－（８－ヒドロキシキノリン）アルミニウムオキシフ
ェニル；からなる群から選択する、請求項１に記載の製造方法。
【請求項８】
有機発光デバイス中へ前記のフィルムを組込むことを含む、請求項１～７のいずれか１項
に記載の有機フィルムの製造方法。
【請求項９】
前記有機フィルムの一つが発光層であるか；又は
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前記有機フィルムの一つがホール輸送層であるか；又は
前記有機フィルムの一つが発光層で、前記有機フィルムの一つがホール輸送層である；
請求項１～８のいずれか１項に記載の製造方法。
【請求項１０】
前記ホール輸送層が、Ｎ，Ｎ'－ジフェニル－Ｎ，Ｎ'－ビス（３－メチルフェニル）－１
，１'－ビスフェニル－４，４'－ジアミンを含むか；又は
前記発光層が、トリス－（８－キノリン）アルミニウムを含み、そして前記ホール輸送層
が、Ｎ，Ｎ'－ジフェニル－Ｎ，Ｎ'－ビス（３－メチルフェニル）－１，１'－ビスフェ
ニル－４，４'－ジアミンを含むか；又は
それらの組合せである、請求項９に記載の製造方法。
【請求項１１】
少なくとも一つの有機フィルムが、単一の有機前駆物質材料を含むか；又は
少なくとも一つの有機フィルムが二種類以上の有機前駆物質材料を含むか；又は
少なくとも一つの有機フィルムが単一の有機前駆物質材料を含み、少なくとも一つのフィ
ルムが二種類以上の有機前駆物質材料を含む；
請求項１～１０のいずれか１項に記載の製造方法。
【請求項１２】
前記いずれかの有機フィルムが、９～１１ÅのＲＭＳ表面粗さを有し、Ａｌｑ3を含むフ
ィルムであるか；又は６～８ÅのＲＭＳ表面粗さを有し、ＴＰＤを含むフィルムである、
請求項１～１１のいずれか１項に記載の製造方法。
【請求項１３】
前記基体が、重合体フィルム材料、ガラス材料、又は半導体材料を含むか；又は
基体がインジウム錫酸化物の層を含むか；又は
それらの組合せ；
を含む、請求項１～１２のいずれか１項に記載の製造方法。
【請求項１４】
前記基体が、インジウム錫酸化物で被覆されたポリエステルである、請求項１３に記載の
製造方法。
【請求項１５】
更に、有機前駆物質材料を、クヌーセン・セルから反応室中へ導入するか；又は
有機前駆物質材料を、バブラーを用いて反応室中へ導入するか；又は
有機前駆物質材料を、その物質を開口容器中へ入れ、その容器を加熱し、その容器にキャ
リヤガスを通すことにより気化するか；又は
それらの組合せ；
を含む、請求項１～１４のいずれか１項に記載の製造方法。
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